




金融 庁 広報 誌 


月 号 
2021 
JANUARY 
月 刊 


1 月 4 日 発刊 












し 














WejalclalS 

講演 ・ 会 議 等 (P1^) 

P1 和田 義明 内 閣府 大 臣 政務 官 (金融 担当 ) イン タビ ュー 

P4  「 中 小 企業 等 の 金融 の 円 消化 に 関す る 意見 交換 会 」 の 開催 等 に つい て 

P5 資産 運用 業 フ ォ ー ラ ム に お ける 赤 澤 副 大 臣 挨拶 に つい て 

政策 解説 コー ナー  (P7 へ ) 

P7 経済 対策 パッ ケー ジ に お ける 「 世 界 に 開か れ た 国際 金融 セン ター の 実現 」 に 
つい て 








総合 政策 局 総合 政策 課 総合 政策 管理 官 中 村 香織 
係長 尾花 祐美 
P9 サス テ ナ ブ ル ・ フ ァ イ ナ ンス に 関す る 国際 的 な 議論 へ の 参画 状況 
総合 政策 局 総務 課 国際 室 課長 補佐 池田 友 理 
係長 藤田 美穂 
お 知ら せ (P10 へ ~) 
P10 事業 者 支援 ノウ ハウ 共有 サイ ト 創 設 に 向け た トラ イア ル に 関す る 参加 機関 の 
公募 に つい て 
先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 





(P11) 








年 オン ライ ン 版 は こち ら か ら ff 


https://www.fsa.qo.jp/access/index.html 





金融 庁 
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金融 担当 イン タビ ュー 



















方 節 褒 大 丘 以 疹 紀 ( 靖 万 皿 当 ) と し て 意 
意 以 み を 教え そ て ぐだ さい 。 





金融 庁 担当 の 大 臣 政 務 官 に な れ た こと は 本 当 に 
嬉し いで す 。 担 務 説 明 を 受け た 際 、 興 味 深い 案件 
が 非常 に 多く あり まし た の で 、 自 分 自身 も 興奮 し 
CUOde 

特に 国際 金融 セン ター に つい て は 、 商 社 に 勤め 
て いた 時 の 経験 も 生か せる と 思い ます 。 ま た 、 日 
本 に 新た な 産業 を 生み 出せ る の で は な いか と いう 
期待 感 も あり ます 。 自分 と し て 、「 こ れ を や っ 
内 GU0 0) 性 UUAMN SGU き の 

地域 金融 機関 の 活性 化 も 重要 な 任務 で す 。 私 は 、 
北海 道 を 選挙 区 に し て いる 地方 選出 の 国会 議員 で 
す 。 「 地 方 創 生 ] が 政府 の 看板 政策 に な っ て か ら 
久しい で す が 、 実 際 に " 創 生 " き され て いる か と いう 

と 、 ま だ まだ 課題 は 多い と 思い ます 。 特 に 、 私 の 


















































菅 義 偉 内 閣 発 足 に 伴い 、 令 和 2 年 9 月 18 日 に 就任 
され た 和田 義明 内 閣府 大 臣 政務 官 (金融 担当 ) に 、 
意気 込み や 金融 行政 へ の 考え 等 に つい て 聞き まし た 。 
イン タビ ュー の 概要 

国際 人 金融 セン ター の 実現 へ 向け 積極 的 に 取り 組 

みた い 
男性 の 育児 休業 取得 率 を 向上 させ た い 
| 徹底 し た 現場 主義 | の 政治 家 で あり た い 














和田 義明 ( わ だ よし あき ) 

内 閣府 大 臣 政務 官 (金融 担当 ) 
昭和 46 年 10 月 生ま れ 。 

三菱 商事 株 式 会 社 に 20 年 間 勤 務 。 平 成 28 年 、 岳 父 、 町 
村 信 孝 の 逝去 に 伴い 衆議院 補欠 選挙 に 立候補 し 当選 。 

平成 29 年 衆院 選 
ラグ ビー、 料 理 等 。 

















EE TRION 三 パー 2 | ラン クノ 

















きる よう に な っ た らい いな と 思っ て いま す 。 


根 須 が 成 の 必 で 、 北 に ご 乱 必 の ある 有 毅 
MAM で LG ょ SD, 


や は り 国 際 金 融 セ ンタ ー が 一 番 楽し み で す 。 香 
港 の 現状 、 ま た シン ガ ポ ー ル の 今後 の 限界 を 考え 
の 0 上 目 MKUONUO UDGGU00 和 の 

海外 の いろ ん な ファ ンド に 対し て 、 日 本 に 目 を 
回 用 施 20 貞二 
は 政務 官 に な る 前 か ら あ り ま し た 。 特 に 社会 貢献 、 
ンク SU IS の see 
いか な い の は 明らか で す の で 、 民 間 企 業 や 海外 
ファ ンド の 資金 を 活用 し て いく 必要 が ある と 思い 
5 

また 、 平 井 卓也 デジ タル 改革 ・IT 担 当 大 臣 が 委 




























































































選挙 区 の 大 半 は 、 地 方 の 中 で も さら に 地方 都市 で 
す が 、 年 々 上 厳 し さ が 増 し て いる こと を 肌身 に 実感 
し て いま す 。 ですから 、 金 融 機関 に は 、 よ り 経 党 
基盤 を 強化 いた だ いて 、 地 域 の 企業 ・ 商 店 に 対す 
る 経営 サポ ー ト や 資金 提供 を いっ そう 良い 形 で で 









































員 長 を 務め て いた 自民 党 の 「 デ ジタル 社会 推進 特 
命 委員 会 ] に お いて 、 私 は 事務 局 次 長 を や っ て い 
記 /El で 0300CODE 表 BIBBIIDGGN ES 上 SN 
て の デジ タル 化 が 今後 の 日 本 発展 の 鍵 だ と 思っ て 
いま す 。 競争 力 の ある 金融 セン ター を 日 本 へ 作る 




















に は 、 税 制 面 で も 、 手 続き 面 で も 、 海 外 か ら 見 て 
魅力 的 な 環境 を 整備 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 
四 が し am て の 間 ( ほ 肖 外 で 当たり で きい る 
よう な デジ タル 化 へ の 対応 ・ 言 語 へ の 対応 が 整っ 
UDGUNYSEED0 20 EDUN2WN MS 

「 デ ジタル 社会 の 推進 ] と いう 大 き な 取 組み に 
潤い で 、 目 麻 で デジ 色 ル ル 修 が 所 ん で いる が か と どう が 
を 世界 か ら 評 価 さ れる 、 テ スト グラ ウン ド の 一 つ 
が 国際 金融 セン ター の プロ ジェ クト だ と 思っ て い 
ます 負け る わけ げ ほ は いき ませ ん の で 世界 で 評 
価 さ れる 環境 を 整備 し て 、 成 功 へ 導き た いで すね 。 

































































ご 刀 ま で た に 故 り 紹 ま 刀 た 戚 箇 の 上 思 で 、 友 半 





の 次 いる の な は な 衣 で すめ 




















まず 挙げ る と すれ ば 、 男 性 の 育児 休業 の 義務 化 
ICO た | の 0 上 征 昌和 2 コ ンク に 
ち 上 げ 、 安 倍 総 理 (当時 ) に 提言 し た と ころ | こ 
URIGDRUllIUNO 還 0 た SC 
気 に 話 が 進み まし た 。 全 世代 型 社会 保障 検討 会 議 
で も 議論 され て いま すし 、 当 然 骨太 の 方 針 ] に 
も 明記 され て いま す 。 

現状 、 男 性 の 育児 休業 の 取得 率 は 7 % 程 度 と 言 
927UNGUOSRI99 主 加 MDZDODUSSUOOISN SNID II 
00 上 eS NIS NN 

また 、 私 は 「 土 地 安全 保障 ] の 問題 に 従前 か ら 
取り 組ん で いま す 。 健全 な 土地 取引 は 内 外 無 差別 
で ある べき で すし 、 様 々 な 資本 を 日 本 に 呼び 込む 
の は 重要 で す 。 一 方 で 安全 保障 上 、 外 国 資本 に 取 
人 USA280U 0 の わり UK の 9 CO コク 0 
日 本 は 土地 の 所 有 者 情報 を 一 元 的 に 把握 で きる 


























































































































デー タベース も 、 そ れ を 管理 ・ 規 制 で きる 体制 も 
あり ませ ん 。 「 土 地 安 全 保障 ] は 内 閣府 大 臣 政務 
官 と し て の 私 の 担 務 で す の で 、 こ れ も ま た 巡り 合 
約 管 訂 普 を 思い 、 し っ がり 光っ る で いき 証 い で す 。 





ーー 局 会 立 貞 だ た な っ た まっ か げ グ を 教え て ぐだ さ 
月 


私 の 妻 の 父 は 、 文 部 科学 大 臣 、 外 務 大 臣 、 官 房 

長官 、 衆 議院 議長 を 歴任 し た 町 村 信 孝 と いう 政治 
家 で し た 。2014 年 頃 、 脳 梗塞 で 体調 を 崩し た 際 、 
「 自 分 の 後 を 継い で くれ な いか 」 と 言わ れ ま し た 。 

私 と 妻 は 、 商 社 マ ン と し て の 海外 駐在 生活 を 満 
は の の VE 
32 年 間 政 治 の 世界 で 真面目 に 頑張 っ て きた 岳父 か 
ら 、 ベ ッ ド か ら 起 き 上 が れ な い 、 上 手 く 話せ な い 
選 且 の な のか GIOS くれ と 失 ま れこ CN 
自分 の 中 で 非常 に 重かっ た で す 。 そ れ か ら 1 年 半 
MA ま U 7G: 

振 父 か ら 話 を 聞い て 一 番 心 に 響い た の は 、「 商 
社 の 仕事 は 、 一 定 の 人 を 幸せ に で きる 。 だ けど 、 
国会 議員 は ちゃ ん と 頑張 っ た ら 、 よ り 多 く の 人 を 
圭 世 に で きる 職業 だ 。 やりがい は どん な 仕事 に も 
中 AD ECG き る 人 の 5 と の 作 
事 に も 負け な いよ 」 と いう 言葉 で し た 。 

人 生 の 最期 に 、 何 を も っ て 自分 の 人 生 を 評価 す 
る 62000 と いつ と を 考え こく こき に 8 | 人 洋々 
軸 和 5 作 中 の 令 四 9 くだ た の 1 の 2 ラ うと 
oiGUID NO IN お 02000 で DCCG き の の 02 
うか 皆目 見 当 も つき ませ ん で し た が 、 挑 戦 し て み 
20G 8 IEUOGU AO 5 
くさ ん あり まあ の が 包ん く ム 人 に あいだ だ U 6 
今 引 2 32 とい コ / ここ うつ て の 

























































































ーー 改 注 家 と ん て 己 府 する の を 教え そえ て ぐだ さい 。 


大 き な 話 を する と 、 日 本 と いう 国 の 更 な る 発展 、 
国民 の 皆さん の 幸せ と 豊か さ 、 そ こ に 尽き る と 思 
いま すね 。 国 の 発展 の 定義 と 、 個 人 の 幸せ の 定義 
と いう の は 、 あ り と あら ゆる も の て で 構成 され て い 
ます の で 、 幅 広い 分 野 で 頑張 っ て 、 国 の 発展 と 国 
民 の 皆さん の 幸せ に つなが っ て いく よう に し た い 
8 UMUNS C 


















































私 の モッ トー は 「 徹 底 し た 現場 主義 | で す 。 現 
場 を 見 な いと わか ら な いと いう こと を 商社 マン 時 
全 央 嫌 G00 つ 0 ほ と 経験 まあ ま 0 / 6G 計 7 だ 
生還 間 02CUCMAU (IWCSAM 5 の 
が あめ り ます 

北海 道 胆振 (いぶ り ) 東部 地震 が 発生 し た 際 、 
被害 状況 が 各市 町 村役場 か ら 逐 一 報告 され て きま 
し た 。 と ころ が 、 実際 に 現場 に 行っ て みた ら 、 情 
US 自 和 の ⑳ 目 人 見 6 の 2 で < 

0 電 02822NC 7 に 25 目 000 目 0G 目 ea 目 








分 の 耳 で 話 を 聞く こ < と が 重要 で す 。 そ の Ne 





実際 に 誰が どの 程度 因 っ て いる か 、 何 が どの 程度 
ZOOU02IIO 0 の 0 900 で の こと る 
政治 家 の 仕 事 で も 痛感 し ます 。 だ か ら こ そ | 徹底 

し た 現場 主義 ] の 政治 家 と いう の を 目指 し た いと 
上 NeY ま お 。 


また 、 私 は 政治 家 然 と し て いる の が 嫌い な の で 、 


気軽 に 話せ る 、 そ の 辺 の お じ ち ゃ ん みた いな 人 で 
あり た いと 思っ て いま す 。 政治 家 の 仕事 は 、 あ く 
ERKSA2C2KOBmEEB の 12026 に の SE 
還る 2 だ 息 叶 は ラク トド 6 中 0 ちり 生 
隊 窟 い 應 。、 と 黒い 本 ず 和 。 





ーー 災 万 の 商 ご ん 方 な いみ が で と ょ うみ 


休 目 は 、 あ り ま せん ( 笑 ) 。 
カレ ンダ ー 上 の 休日 と いう こと で し た ら 、 地 元 





に 帰る こと が 多い で すね 。 支援 者 の 方 と 会 っ た り 、 
コロ ナ 褐 以前 は 様々 な 会 合 に 出 た り 、 視 察 に 行っ 
記し で いし 

あと は 、 普 段 会 えな い 家 族 と 一 緒 に いま すね 。 
特に 何 を する わけ で も な いで す が 、 家 で トラ ンプ 
を し た り 、 近 所 に ご 飯 を 食べ に 行っ た り 。 最近 子 


ども が 熱帯 魚 を 好き な の で 、 


軸 NN き G 下 鶴 ら れ だ UIOU ま |( 天 ) 


ーー 大 彡 た 育 誤 の 聞 を お 願い と し ます 。 


まず は 、 先 ほど の 「 徹 底 し た 現場 主義 で すね 。 


他 に あと 二 つ あ っ て 、 一 つ は 「 和 失敗 は 成功 の 
糧 」 で す 。 年 な り に 色々 と 経験 し て きま し た が 、 
「 これが 自分 の 人 間 形 成 の 柱 に な っ た な 」 と か 、 





一 緒 に 買い に 行っ て 、 





陸 ン 0 の 目 久 228S く 人 2000826 中 2 いい の s 


体 「 失 敗 し た こと 」 な ん で す 。 若い うち に 積極 的 
同 穫 Ke 拓也 の る の 計上 呈 良い ee) ま 
Te 0 
胸 も つき ます し 、 含 鞭 の ある 人 間 に も な れる と 思 
ES 

も う 一 つ は 、 吉 田 松陰 の 言葉 で 、「 至 誠 (し せ 
い ) 天 に 通 ず ] と いう 言葉 で すね 。 私 の 祖母 が 小 
さい 頃 に 吉田 松陰 の 本 を くれ て 、 そ の 時 に 色々 と 
話 を 聞か され た ん で す 。 頭 に 残る 言葉 で 、 年 を 経 
2 の 2 た PU の ASSSN 0 pe 
特に 国会 議員 に な っ た と き は 、 ゼ ロ か ら の スタ ー 
NG 細 ボ 生 に の 00 NNN IO 
し か し 、 色 々 地道 に や っ て いっ た ら 、 思 い が 通 じ 


















































窟 で ご と に 多め りさ まし 
また 、 商 社 マ ン 時 代 に イン ド に 5 年 間 駐 在 し て 
いま し た が 、 そ の 時 の ミッ ショ ン は 破綻 寸前 の 会 





a 良い 話 な ど ほ と ん ど な い わ 
J プ で すず 語 ( 身 ) 詳 放 た だ けど 高き 前 向 さ 目指 深 

EC 
くれ る 人 旬 也 (くく の 人 人 もい SU あッ 
PNDCSEHC 記 2 証 EDEG SIS 
も 誠 を 尽く すこ と が 大 事 で すね 。 








「 中 小 企業 等 の 金融 の 円 滑 化 に 関す る 意見 交換 会 


の 開催 等 に つい て 














令 和 2 年 11 月 30 日 、 金 融 庁 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 に より 、 依 然 と し て 厳し い 資 金 繰り 
状況 に 直面 し て いる 事業 者 が お られ る こと や 、 年 未 ・ 年 度 未 に 向け て 、 運 転 資金 等 の 需要 が 高まる こと 
を 踏ま え 、 中 小 企業 等 の 金融 の 円 滑 化 に つい て 、 麻 生 大 臣 、 梶 山 経 済 産業 大 臣 を は じ め と する 政府 当局 
者 と 各 金 融 機 関 等 の 代表 者 が 出席 する 意見 交換 会 を 開催 まし まし た 。 (オン ライ ン 形 式 も 併用 ) 






















































































同意 見 交換 会 に お いて は 、 麻 生 大 臣 か ら 各 金 角 
機関 等 の 代表 者 に 対し て 、 コ ロナ 褐 に お ける 積極 
的 な 資金 繰り 支援 等 に 感謝 を 申し 上 げ る と と も に 、 
依然 と し て 厳し い 資金 繰り 状況 に 直面 する 事業 者 
が お られ る こと を 踏ま え 、 引 き 続 き 事業 者 の 相談 
に 親身 に 遍 じ で いた だ た だ きだ た いこ と 、 ま た 金融 機 
関 の 皆様 が 資金 繰り 支援 だ け で は な く 、 経 営 改善 、 
事業 再生 、 事 業 承継 等 の 支援 を 行っ て いた だ く こ ! 
の 時 内 0 あの 2 に 寺 に 00 人 欠 告 の の りり 


また 、 出 席 し た 各 金 融 機関 等 の 代表 者 か ら は 、 
中 小 ・ 小 規模 事業 者 の 中 に は 、 今 後 の 資金 繰り に 
不安 を 抱え て いる 事業 者 も 多く 、 年 末 に 向け て 、 
事業 者 の 資金 繰り に 支障 が 生じ な いよ う 、 万 全 の 
対応 に 努め る と いっ た 声 が 聞か れ ま し た 。 | 写真 : 意見 交換 会 で 発言 する 麻生 大 臣 | 



























































































































































































































































































































































/ < 意見 交換 会 参加 金融 機関 等 > = ーー--ーーー------ 、 
! 全国 銀行 協会 、 全 国 地方 銀行 協会 、 i 
! 第 二 地 方 銀行 協会 、 信 託 協会 、 全 国 信 用 金庫 協会 、! 
! 全国 信用 組合 中 央 協会 、 全 国労 働 金 庫 協会 、 ! 
! 農林 中 央 金庫 、 日 本 政策 金融 公庫 、 
! 沖縄 振興 開発 金融 公庫 、 商 工 組合 中 央 金庫 、  ! 
! 日 本 政策 投 次 銀行 、 全 国 信用 保証 協会 連合 会 、 ! 
! 住宅 金融 支援 機 
本 Ee oF ME RCs DPt rae Re ノ 




















さら に 、 同 日 付 に て 、 金 融 機関 関係 団体 等 に 対し 、 年 末 に お ける 中 小 企業 ・ 小 規模 事業 者 に 対す る 金 
融 の 円 滑 化 に つい て 、 事 業者 の 資金 繰り に 重大 な 支障 が 生じ る こと の な いよ う 、 引 き 続 き 、 関 係 機関 と 
も 連携 し つつ 、 継 続 的 に 業況 等 の 実態 を きめ 細か く 把 握 し 、 新 規 融 資 の 積極 的 な 実施 や 既往 債務 の 条件 
変更 の 迅速 か つ 柔 軟 な 対応 な ど 、 適 切 か つ 積 極 的 な 金融 仲介 機能 の 発揮 に 努め る こと 等 を 書面 で 要請 を 
行う と と も に 、 当該 要 請 文 を 公表 し 、 要 請 内 容 の 周知 徹底 を 図り まし た 。 



























































































































































※ 詳し く は 、 金 融 庁 ウェ ブサ イト に て 「 中 小 企業 ・ 小 規模 事業 者 に 対す る 金融 の 円 滑 化 に つい て 」 ( 令 和 2 年 11 月 30 日 公表 ) 
(https://www.fsa.go.jp/news/r2/ginkou/20201130.html〉 を ご 覧 くだ さい 。 4 












































資産 運用 業 フ ォ ー ラ ム に お ける 赤澤 副 大 臣 挨拶 に つい て 














令 和 2 年 11 月 16 日 (月 ) 、 投 資 信託 協 
会 と 日 本 投資 顧問 業 協会 の よる 「 
産 運用 業 フ ォ ー AN 赤澤 一 
大 臣 が ビデ オメ ッ セ ー ジ !【 0 
また ンー その 衣 最後 に 、 資 産 運用 
会 社 の 社会 的 使命 の 
る | 資産 運用 業 宣言 2020] が 採択 され ま 靖 ょ 
し た 。 な お 、 フ ォ ー ラ ム の 模様 は 、 日 本 経 隊 
済 新聞 社 ウ ェ ブ サイ ト ※ か ら ご 覧 いた だ け 
まま 898 

















































































































は じ め に 

皆様 、 こ ん に ち は 。 金 融 担当 副 大 臣 の 赤澤 亮 正 で す 。 記 念 すべ き 第 一 回 「 資 産 運用 業 フ ォ ー ラ ム 」 に お いて 、 
ご 挨拶 の 機会 を いた だ きま し て 、 大 変 光 栄 で び ご ざい ます 。 本 日 の フォ ー ラ ム の 開催 に 当たり 、 主 催 者 で ある 投 
資 信託 協会 の 会 長 、 日 本 投資 顧問 業 協会 の 会 長 を は じ め 、 両 協会 会 員 の 皆様 、 ご 協力 いた だ いた 日 本 経済 新聞 
社 様 、 ゲ スト スピ ー カ ー の 皆様 、 開 催 に 当たり ご 尽力 され た すべ て の 関係 者 の 皆様 に 対し 、 こ の 場 を お 借り し 
で 介入 申し 上 ます 2 
MM NN 0 000 / 2 ク 00 0 0 0. 70770  / 
え 、 資 産 運 用 業界 の 皆様 や 投資 家 の 皆 様 を は じ め 、 多 く の 関 係 者 の 方 々 に ご 視聴 いた だ いて いる と 伺っ て お り 
ます 。 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 を 受け る 中 に あっ て も 、 こ うし た 形式 に より 、 本 フォ ー ラ ム が 盛大 に 
開催 き 柳 まこ こと こ に いい りお 度 び を 申 | 0 ます 
開催 に 当たり まし て 、 資 産 運 用 業界 の 皆様 の ご 関心 が 高い と 思わ れる 、 資 産 運 用 の 高度 化 及び 我が国 の 国際 
金融 セン ター 機能 の 強化 に つい て 、 お 話 を させ て いた だ きま す 。 

















































































































































































































資産 運用 の 高度 化 

まず 、 資 産 運 用 の 高度 化 に つい て で す 。 皆様 も ご 案内 の 通り 、 我 が 国 で は 、 長 寿 化 が 進み 「 人 生 100 年 時 
代 」 と 言わ れる 今 、 安 定 的 な 資産 形成 に 対す る 関心 が 年 々 高まっ て お り ま す 。 金融 資本 市 場 を 通じ た 企業 ・ 経 
済 の 持続 的 な 成長 と と も に 、 国 民 の 安定 的 な 資産 形成 を 目指 し て いく た め に は 、 イ ン ベ ス トメ ント ・ チ ェ ー ン 
の 各 参 加 者 が その 役割 を 果たし 、 企 業 価値 の 向上 と 収益 の 果実 を 国民 の 皆様 に も た ら す と いう 資金 の 好 循 環 を 
2 2 と この のり 
投資 家 の 皆 様 が 銀行 や 証券 会 社 で 購入 され る 投資 信託 な ど は 、 資 産 運 用 会 社 が その 運用 を 行っ て お り ま す が 、 
現在 、 資 産 運 用 会 社 が 投資 家 よ り 預 か り 運 用 を 行っ て いる 資産 は 、 約 500 兆 円 と GDP に 匹敵 する 規模 に な っ て 
いる と 伺っ て お り ま す 。 世 の 中 の 多く の 方 々 は 、 こ の こと を 聞か れる と 和 荻 か れる の で は な いか と 思い ます 。 実 
際 私 も 驚き まし た 。 ス チュ ワー ド シ ッ プ 責 任 に 則り 、 建 設 的 な 対話 を 投資 先 企業 と の 間 で 行い 、ESG 等 の 取組 
み を 後押し て いる の も 資産 運用 会 社 で す 。 こ の よう に 、 こ の イン ベス トメ ント ・ チ ェ ー ン の 各 参 加 者 の 中 で も 、 
その 中 核 と も 言え る 資産 運用 業界 の 役割 は 極め て 重要 で あり 、 こ れ か ら 大 き な 成 長 が 期待 で きる 産業 で ある と 
確信 を いい だま 8 

こう し た 資産 運用 業界 の 成長 を 後押し し て いく た め 、 金 融 庁 が 国内 外 の 資産 運用 会 社 と の 対話 等 を 通じ て 、 
本 年 6 月 に と り ま と め た 「 資 産 運 用 業 高度 化 プ ログ レス レポ ー ト 2020」 で は 、 資 産 運用 会 社 が 運用 力 の 強化 な 
を お 遇 GUN だ の の 課題 NM0U (0 人 の 4 上 邊 を こ UOU CD まり 

① 1 点 目 は 、 経 営 や ファ ンド 管理 に 対す る 顧客 利益 の 観点 か ら の ガバ ナン ス 体 制 の 構築 で す 。 特 に 日 本 

で は 資産 運用 会 社 が 金融 グル ー プ に 属す る こと が 多く 、 資 産 運 用 会 社 が 改革 を 進め て いく に は 親会社 の 

理解 や 協力 が 不可 欠 で す 。 グ ルー プ と し て 運用 の 高度 化 に 向け た 取組 み に コ ミッ ト す る こと が 大 変 重要 

に ES つ で 記 い 語 写 。 

② 2 点 目 は 、 長 期 運 用 の 視点 を 重視 し た 経営 体制 の 整備 で す 。 資 産 運 用 ビジ ネス に 知見 の ある 経営 陣 に よ 

る 、 顧 客 利益 を 最 優先 に 考え た 経営 体制 を 構築 する こと が 重要 で す 。 


※ 日 本 経済 新聞 社 ウ ェ ブ サイ ト 5 
資産 運用 業 フ ォ ー ラ ムー 資産 運用 業 の 社会 的 使命 と 役割 一 : https://channel.nikkei.co.jp/e/shisanforum2020 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































③ 


めで いさ ご 


④ 4 点 目 は 、 目 指す 姿 を 実現 する た め の 業 務 運 営 体制 の 整備 で す 。 顧客 利益 最 優先 、 運 用 重視 の 視 


je CN 1 ・ 報 酬 制度 の 改善 や ファ ンド の 運営 管理 を 徹底 し て いく こと が 重要 で す 。 




















資産 運用 会 社 の 
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委 職 員 の 評価 








家 様 に お か れ ま し て (! 
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(ICU の 


国際 金融 セン ター 


次 に 日 本 の 国際 金融 セン ター 機能 の 強化 ( AN 
資金 、 情 報 を 集積 する こと も 必要 で す 。 そ の た め 
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同 














刻 避 此 で る 只 王 的 | 
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み を 後押し する こ 


3 点 目 は 、 目 指す 姿 や 強み の 明確 化 で す 。 数 千 を 数 える 日 本 の 公募 投 3 
用 成果 を 実現 し て いる ファ ンド も 存在 し て いる と 承知 し て いま す 。 各社 の 運用 
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産 運 用 の 高度 化 に 向け て ! 3K.、 世界 中 か ら 金 
臣 感 、 同 訟 が が ジア テア 。 き ら に は 世界 の 国際 金融 セ 
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日 本 の 国際 金融 機能 の 向上 を 図っ て いく こと は 、 国 民 の 皆様 の 安定 的 な 資産 形成 を 実現 する 運用 
資す る の みな ら ず 、 国 際 的 に も 
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資産 運用 業 宣言 2020 


ー わた し た ち は 皆 さま と と も に 、 資 産 と 社会 の 未来 を 創り ます 一 
" 胡 座 な は 未来 を 前 る る の , Invest for a Brighter Future " 
【 社 会 的 使命 】 


資産 運用 会 社 の 使命 は 、 皆 さま の 安定 的 な 資産 形成 に 向け て 最善 を 尽く す と 共 
に 、 そ の た め の 投 資 活動 を 通じ て 社会 課題 の 解決 を 図り 、 皆 さま の 豊か な 暮らし 
と 持続 可能 な 社会 の 実現 に 貢献 する こと で す 。 


【 目 指す べき 姿 】 


専門 性 と 創造 性 の 追求 > 
最良 の 運用 成果 と 付加 価値 の 高い サー ビス を 提供 する た め に 、 皆 さま か ら 大 切な 資産 の 
運用 を 託さ れ て いる こと を 役職 員 ひ と り 一 人 が し っ か り と 自覚 し 、 そ の 責任 と 誇り を 持 
ち 、 常 に 高い 専門 性 と 多様 な 創造 性 を 追求 し ます 。 


る 顧客 利益 の 最 優先 > 
皆さま の 資産 の 長期 的 利益 を 最 優先 する こと は 、 運 用 を 託さ れる 我々 資産 運用 
業 の 拠っ て 立つ と ころ で あり 、 そ の 徹底 の た め に 様々 な 取り 組み を 常に 追い 求 
め 、 皆 さま か ら の ご 期待 に お 応え し ます 。 


る 責任 ある 投資 活動 ヶ 


専門 的 な 調査 活動 や 投資 先 の 企業 な ど と の 積極 的 な 対話 と いっ た 責任 ある 投資 
活動 を 通じ 、 運 用 資産 の 価値 向上 を 図  、 豊か で 持続 可能 な 社会 の 実現 に 買 献 
ます 。 

ぐ 信 認 の 獲得 > 


運用 哲学 を は じ め 自 ら の 強み を 明らか に し 、 切 磁 球 磨 し な が ら 、 運 用 力 や 提供 す 
る 商品 ・ サ ービス の 更 な る 向上 を 図る こと で 、 今 まで 以上 に 皆さま に ご 信 認 いた 
だ き 、 よ り 多 く の 資 産 の 運用 を 託さ れる こと を 目指 し ます 。 











政策 解説 コー ナー 


















































(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 


























政府 は 令 和 2 年 12 月 8 日 に 、「 国 民 の 命 と 暮らし を 守る 安心 と 希望 の た め の 総 合 経済 対策 ] (以下 
「 経 済 対策 ] ) を 閣議 決定 し まし た 。 本稿 で は 、 そ の 中 の 一 つの 施策 と し て 盛り 込ま れ て いる 、「 世 界 
に 開か れ た 国際 金融 セン ター の 実現 ] の 背景 と 概要 に つい て 説明 し ます 。 








ヨ ピ 
1. 背景 





香港 ・ シ ン ガ ポー ル ・ 上 海 な どの 国際 金融 都市 と 比較 し た 日 本 の 強み と し て は 、 安 定 し た 政治 ・ 法 律 
制度 、 良 好 な 治安 ・ 生 活 環 境 な ど が 指摘 され て きま し た 。 ま た 、 大 き な 実 体 経済 や 1.900 兆 円 も の 個人 
金融 資産 は 、 特 に 資産 運用 ビジ ネス に と っ て は 大 き な 魅 力 で あり 、 海 外 か ら 資 産 運 用 会 社 や 金融 人 材 を 
呼び 込み 、 国 際 金 融 セ ンタ ー と な る ポテ ン シ ャ ル が ある と 考え て いま す 。 


一 方 で 、 弱 み と し て は 、 英 語 に よる 行政 対応 や 生活 環境 の 不 十分 さや 、 税 金 の 高 さ 、 専 門人 材 の 層 の 
薄 さ と いっ た 点 が 指摘 され て いま す 。 日 本 を 国際 金融 セン ター と し て 確立 する た め に は 、 日 本 の 持つ 強 
み は 引 き 続 き 強 化し アピ ー ル する と と も に 、 弱 み と し て 指摘 され て いる 点 は 可能 な 限り 改善 する こと で 、 
日 本 の 金融 資本 市 場 の 魅力 を 総合 的 に 高め て いく こと が 必要 で す 。 

こう し た 観点 か ら 、 経 済 対策 で は 、① 海 外 と 比 診 し うる 魅力 ある 金融 資本 市 場 へ の 改革 と 、② 海 外事 
業者 や 高度 外国 人 材 を 呼び 込む 環境 構築 を 戦略 的 に 進め 、 世 界 に 開か れ た 国際 金融 セン ター を 実現 する 
と じ て い ます 。 





































































































2. 海外 と 比肩 し うる 魅 力 あ る 金融 資本 市 場 へ の 改革 
邊 済 対策 で は 、 主 に 資産 運用 業者 の 誘致 に 力点 を 置き 、 海 外 で 資産 運用 業 等 を 行っ て きた 事業 者 や 人 
材 が 、 同 様 の ビジ ネス を 国内 で 行い や すく する た め 、 規 制 ・ 税 制 面 で の ボトル ネッ ク の 除去 を 図り ます 。 


規制 面 に つい て は 、 資産 運 用 業 の 参入 規制 を 見 直し ます 。 通 常 、 投 資 運 用 業 は 登録 が 必要 で ある た め 、 
登録 審査 に 相応 の 時 間 が 必要 と な り ま す が 、 主 に 海外 の プロ 投資 家 を 顧客 と する ファ ンド の 資産 運用 業 
者 や 海外 で の 業務 実績 ・ 海 外 当 局 に よる 許認可 が ある 資産 運用 業者 で あれ ば 届出 制 と する な ど 、 参 入手 
続 の 簡素 化 を 図り ます 。12 月 23 日 に 金融 審議 会 「 市 場 制度 ソー キン グ ・ グ ルー プ 」 の 報告 書 ま 1 が と り 
まとめ られ 、2021 年 の 通常 国会 に 法案 を 提出 予定 で す 。 


税制 面 に つい て は 、12 月 21 日 に 税制 改正 大 綱 が 閣議 決定 され 、 法 人 税 ・ 相 続 税 ・ 所 得 税 に つい て 、 大 
胆 な 措置 が 講じ られ る こと と な り ま し た 。 法人 税 に つい て は 、 役 員 の 業績 連動 報酬 に つい て 上 場 会 社 等 
に の み 損 金 算 入 が 認め られ て いま し た が 、 非 上 場 会 社 に も 認め られ る こと に な り ま す 。 相続 本 に つい て 
は 、 現 状 、 日 本 に 10 年 を 超え て 居住 し て いる 外国 人 が 亡くな っ た 場合 に は 、 国 内 財産 の みな ら ず 全 世 界 
の 財産 も 含め て 課税 対象 と され る こと か ら 「Never die in Japan] な ど と 言わ れ て いま し た が 、 就 労 等 
の た め に 日 本 に 居住 する 外国 人 に 係る 相続 税 に つい て は 、 そ の 居住 期間 に か か わら ず 、 国 外 の 外国 人 や 
短期 的 に 滞在 する 外国 人 が 相続 人 と な る 場合 、 国 外 財産 を 課税 の 対象 外 と する こと と な り ま し た 。 ファ 
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※1 令 和 2 年 12 月 23 日 公表 、「 金 融 審 議会 『 市 場 制度 ワー キン グ ・ グ ルー プ 』 第 一 次 報 告 の 公表 に つい て 」 : 7 
https://www.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/tosin/20201223.html 
































ンド マネ ー ジ ャ ー に 対す る 所 得 税 に お いて Wh 

も 、 運 用 成果 に 応じ 、 出 資 持分 を 超え て | 
200 7 0 シー ん (に ーーPmeg。/ ト 
され る 利益 (いわ ゆる キャ リー ドイ ンタ レ 

スト ) に つい て 、 経 済 的 合理 性 を 有する な 
ど 一定 の 場合 に は 、「 株 式 譲渡 益 等 (一 律 
20%) 」 と し て 通常 の 所 得 税 率 よ り も 低い 
税率 が 適用 され こと が 明確 化 され る こと に 「ー 話 デ ー 


- (アジ ア 太 平 洋 の セン ター) 
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省庁 ・ 関 係 機関 横断 的 総合 パッ ケー ジ 了 
英語 (AT 技術 も 活用 ) で の 登録 手続 や 監督 





上 海 ・ 深 セン 
(高い 国内 経済 成長 



































ン 海外 運用 業者 向け の 簡素 な 参入 手続 を 創設 

ソ 法 人 税 ・ 相 続 税 ・ 所 得 税 に つい て 、 外 国 
人 の ニー ズ を 踏ま えた 対応 

ソ 「 短 期 滞 在 」 で 入国 後 、 帰 国 す る こと な 

く ビ ジネス を 開始 可能 に 

ソ 高度 外国 人 材 に 対す る 家事 使用 人 の 雇用 
要件 の 緩和 等 

ン 信用 保証 制度 や 日 本 政策 金融 公庫 等 の 本 
資 対象 の 資産 運 用 業者 等 へ の 拡大 

ン 教育 、 医 療 、 住 居 等 の 生活 面 の 情報 発信 

も 含め 、 省 庁 横断 的 な ワン スト ッ プ サ 

































































































































































資金 の 円 滑 な 供給 の た め の 施策 な ど に も 取 os 
り 組 み ま す 。 シン ガボール 


(東南 アジ ア の セン ター) 









































ソ 専用 ウェ ブサ イト や 在外 公館 を 通じ た 情 
報 発 信 ・ 誘 致 強 化 (自治 体 と も 連携 ) 






























































「 観 光 に 続き 、 ビ ジネス を 行う 場 と し て も 魅力 的 な 国家 」 へ 


3. 海外 事業 者 や 高度 外国 人 材 を 呼び 込む 環境 構築 


加え て 、 経 済 対策 で は 、 海 外事 業者 や 高度 外国 人 材 が ビジ ネス ・ 生 活 を し や すい 環境 を 整え る た め に 、 
以下 の よう な 施策 に 取り 組む こと と され て いま す 。 


まず は 、 金 融 行政 の 英語 化 に 取り 組み ます 。 昨 年 11 月 6 日 に 「 金 融 行政 の 英語 化 及 び ワ ンス トッ プ 化 
に つい て 」 を 公表 ※ ま 2 し て お り ま し た が 、 1 月 中 に 、 金 融 庁 と 財務 局 が 合同 で | 拠点 開設 サポ ー ト オフ ィ 
ス 」 を 立ち 上 げ ま す 。 拠点 開設 サポ ー ト オフ ィ ス で は 、 新 規 の 海外 運用 会 社 等 の 登録 の 事前 相談 か ら 登 
録 ・ 監 督 ま で を 英語 に より ワン スト ッ プ で 対応 し ます 。 併 せ て 、 新 規 に 日 本 に 参入 する 海外 の 資産 運用 
会 社 か ら の 英語 で の 登録 申請 書 の 受付 を 開始 し ます 。 加 えて 、 今 後 、 国 立 研究 開発 法人 情報 通信 研究 機 
構 (NICT) の 開発 する Al 多 言語 翻訳 技術 を 基礎 と する サー ビス を 導入 し て 、 文 書 や 会 話 の 翻訳 に 活用 す 
る こと で 、 人 金融 行政 の 英語 化 を 推進 し て いき ます 。 


今般 の 経済 対策 の 特徴 は 、 こ れ ま で 述べ て きた よう な 金融 庁 の 取り 組み に と ど ま ら ず 、 国 ・ 地 方 公共 
団体 ・ 民 間 が 一 体 と な っ て 、 資 産 運用 業 等 を 始め る 外国 人 の 法人 設立 ・ 事 業 開始 ・ 生 活 立 上 げ ま で を ワ 
ンス トッ プ で の 支援 に 取り 組む と いう 点 で す 。 今後 、 金 融 庁 に お いて モデ ル 事 業 を 実施 し 、「 和 金融 創業 
支援 ネッ トワ ー ク 」 を 構築 し て いき ます 。 そ の た め に 、 外 国語 対応 可能 な 士 業 (弁護 士 ・ 司 法 書士 ・ 行 
政 書士 ・ 公 認 会 計 士 ・ 税 理 士 ) や 民間 事業 者 の 情報 や 、 医 療 機関 ・ 不 動産 業者 ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル ス 
クー ル と いっ た 生活 面 に 係る 情報 に つい て も 発信 も 強化 し ます 。 


その ほか 、 高 度 金融 人 材 の 来 日 を 促す た め の 在 留 資格 の 緩和 や 、 信 用 保証 制度 等 の 拡充 な ど に も 取り 
組み ます 。 









































































































































































































































































































































4. 最後 に 
当然 の こと な が ら 、 経済 対策 の と り ま と め は いわ ば 「 ス ター ト 」| に 過ぎ ませ ん 。 これ か ら そ れ ぞ れ の 
施策 を 実行 し て 成果 に 結び つけ て いく こと が 重要 で す 。 
金融 庁 内 で も 多く の 部 署 で 連携 ・ 協 力 し て いる と ころ で す が 、 官 民 の 関係 者 の ご 協力 ・ ご 知見 を いた 
だ き な が ら 、 不 断 に 改善 に 取り 組ん で いく こと で 、 国 際 金 融 セ ンタ ー と し て の 機能 の 確立 に 取り 組ん で 
いき 語 す 。 









































※2 令 和 2 年 11 月 6 日 公表 、「 金 融 行政 の 英語 化 及び ワン スト ッ プ 化 に つい て 」 
https://www_fsa.go.jp/news/r2/shouken/20201106-2/20201106.html 
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(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 






































2020 年 11 月 24 日 、 金 融 庁 は せ 、 サ ステ ナブ ル ・ フ ァ イ ナ ンス に 関す る 国際 的 な 連携 ・ 協 調 を 図る プラ ッ ト 
フォ ー ム (IPSF) の メン バー に な っ た こと を 公表 ※1 し まし た 。 本稿 で は 、IPSF の 概要 や 参加 の 経緯 、 当 庁 が 
参加 する その 他 の サス テ ナ ブ ル ・ フ ァ イ ナ ンス 関連 の 国際 的 取組 み に つ いて 紹介 し ます 。 
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1. IPSF へ の 参加 に つい て 


IPSF と は 、2019 年 10 月 に 、 欧 州 委 員 会 を 中 心 に 発足 し た 公 的 機関 の 多国 間 フ ォ ー ラ ム ※2 で 、 サ ステ ナブ 
ル ・ フ ァ イ ナ ンス 市 場 に お ける 民間 資金 流通 の 拡大 と いう 目標 を 達成 すべ く 、 以 下 の 3 つの 実務 的 な 目的 を 
70 HI 還 IGREE 

1. ベス ト プ ラ クティ ス を 促進 する た め の 情 報 交 換 と 発信 

2. 各国 の 取組 み の 比 較 や 課題 ・ 機 会 の 特定 

3. 各国 ・ 地 域 の 状況 を 尊重 し 、 必 要 に 応じ て 国際 的 な 協調 の 促進 


具体 的 に は 、① タ クソ ノミ ー (分 類 基準 ) 、② 金 融 商品 の 基準 と ラベ ル 、③ サ ステ ナビ リティ 開示 の 3 つ 
の 作業 部 会 の 中 で 議論 が 進め られ 、 日 本 は スイ ス ・ 欧 州 委員 会 と と も に ③ の 開示 に 関す る 作業 部 会 の 共同 議 
長 も 務め て いま す 。 

日 本 は IPSF 発 足 当初 か ら 参 加 の 検討 を 
進め て いた と oO ろ 、 2020 年 9 月 6 | ク ラ + 2020 年 3 月 ーー 2020 年 11-12 月 
イド ペー ジョ ジテ イデ ジ スズ g 
戦略 ま 3 | が 公表 され 、 日 本 の サス テ ナ ブ 
ル ・ フ ァ イ ナ ンス に 対す る 基本 的 な 考え 方 
と 今後 の 戦略 が 示さ れ た こと で 、 金 融 庁 と 
し て も 、IPSF の 場 で メン バー 国 と 情報 交 
換 を 行う と と も に 、 こ うし た 考え 方 を 積極 オプ ザー バー 
的 に 紹介 し て いく こと が 重要 と 考え 、 参 加 計 0) European Bank EDFI 川本 ツ NGfs @)》OEcD ® 
を 表明 する に 至り まし た 。 en 


2. サス テ ナ ブ ル ・ フ ァ イ ナ ンス に 関す る その 他 の 当局 間 の 取組 み 


上 記 で 紹介 し た IPSF の 他 に も 、 サ ステ ナブ ル ・ フ ァ イ ナ ンス に 関す る 議論 は ここ 数 年 で 拡大 し 、 様 々 な 多 
間 の 枠組 み で 議論 が 進ん で いま す 。 例 えば 、NGFS と いう 気候 変動 リス ク へ の 対応 を 検討 する 中 央 銀行 と 金 
融 監督 当局 の 国際 的 な ネッ トワ ー ク (金融 庁 は 2018 年 9 月 に メン バー と し て 参加 ) で は 、 ミ クロ プル ー デ ン 
ス ・ マ クロ 金融 ・ グ リー ン フ ァ イ ナ ンス 促進 と いっ た 作業 部 会 に 分 か れ て 分 析 を 行い 、 金 融 監督 者 や 金融 機 
関 向 け の 気候 リス ク 管 理 に 係る ハム ンド ブッ ク や ガイ ダン ス な ど を 作成 ・ 更 新 し て いま す 。 

また 、 従 来 か ら あ る 金融 関連 の 会 議 体 に お いて も 、 サ ステ ナブ ル ・ フ ァ イ ナ ンス 関連 の 作業 部 会 が 次 々 と 
設置 され て いま す 。 金融 安定 理事 会 (FSB) で は 、 気 候 変動 リス ク が 人 金融 安定 に 与え る 影響 な ど に つい て 分 
析 が 行わ れ て いる ほか 、 バ ー ゼ ル 銀 行 監督 委員 会 (BCBS) ・ 証 券 監督 者 国際 機構 (IOSCO) ・ 保 険 監督 者 医 
際 機 構 (IAIS) 等 に お いて も 、 各 業態 に 沿っ た 形 で サス テ ナ ブ ル ・ フ ァ イ ナ ンス に 関す る 検討 が 進め られ て 
NN 9 















































































































































IPSF メ ン バ ー : 16 か 国 ・ 地 域 (2020 年 12 月 現在 ) 
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3. 最後 に 


2021 年 11 月 の COP26 に 向け 、 気 候 変動 を 巡る 国際 的 な 議論 は 益々 加速 し て いく こと が 見 込ま れ ま す 。 こ う 
し た 国際 的 な 議論 に 真 献 し て いけ る よう 、 関 係 省 庁 等 と も 連携 し な が ら 取 組み を 進め て まい り ま す 。 


























































































































※1 2020 年 11 月 24 日 公表 、「 サ ステ ナブ ル ・ フ ァ イ ナ ンス に 関す る 国際 的 な 連携 ・ 協 調 を 図る プラ ッ ト フ ォ ー ム 
(IPSF) へ の 参加 に つい て | : https://www_fsa.go.jp/inter/etc/20201120.html 

※2 国際 的 な 基準 を 策定 する 機関 で は な い 。 

3 クラ あ (2 NN ノニ ンション シク 0 ナン スラ 汐 昌 2020| 9 
https://www.meti.go.jp/press/2020/09/20200916001/20200916001.html 















































お 知ら せ 


事業 者 支援 ノウ ハウ 共有 サイ ト 創 設 に 向け た 


トラ イア ル に 関す る 参加 機関 の 公募 に つい て 











金融 庁 で は 、 内 閣 官 房 ま ち ・ ひ 
と ・ し ご と 創 生 本 部 (事務 局 : 日 
本 生産 性 本 部 ) が 運営 する 『 地 方 
六 生 カレ ッ ジ 』 内 に 地域 金融 機関 
及び 信用 保証 協会 職員 専用 の 事業 
者 支援 ノ 4 ト を 創設 
呈 ま 9 月 必 に 当り 【 2(/ 
ル 期 間 を 設 半生 os 
目指 す た め 、 こ の 度 、 ト ライ ア 
に 参加 する 機関 ・ 職 員 を 公募 ※ 上 
まし 788 




































































施策 概要 



























































地域 金融 人 材 の 能力 向上 に 向け た プラ ッ ト フ ォ ー ム ぐ 事 業者 支援 に 関す る ノウ 八 ウ 共有 


令 和 2 事務 年 度 金融 行政 方 針 抜粋 
コロ ナ 袖 の 状況 等 も 見 極め な が ら 、 資金 繰り 支援 か ら 、 か 0 事業 者 の 経営 改善 ・ 事 業 再生 支援 等 に 軸 足 を 移し 、 コ ロナ 後 の 新 た な 日 
常 を 踏ま えた 経済 の 力強い 回 復 と 生産 性 の 更 な る 向上 に 取り 組む こと が , 
税理士 等 ) が 連携 し て 円 滑 に 事業 者 支援 を 進め て い く よ う 、 地区 0 効 性 を 確保 し て いく 。 
さら に 、 こ うし た 支援 の 
等 の 取組 み を 支援 し て いく 。 


… (中 略 ) … ま た 、 地域 の 関係 者 (金融 機関 、 支 援 協 議会 、 保 証 協会 、 


(中 略 ) ・ 
環境 整備 ・ 側 面 支援 と し て 、… (中 略 ) … 金融 機関 の 現場 職員 の 間 で 、 地域 組織 を 超え て 事業 者 支援 の ウル ウ を 共有 する 


【 コ ロナ 宰 の 影響 を 受け た 企業 の 再生 に 向け て 】 


(事業 者 数 イメ ー ジ ) 








コロ ナ 福 の 影響 を 
大 きく 受け た 
企業 が 多数 存在 








金融 機関 の 現場 担当 者 それ ぞ れ が 
経営 改善 等 の 支援 に 取り 組ん で いく べき 状況 に 


PPLLLLLLLLLLLLPLLLLLLLLLLLLLLHLLLELLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLTETT1 
s © Web 上 に 金融 機関 専用 の 事業 者 支援 ノウ 人 ルウ 共有 用 プラ ッ ト フ ォ ー ム を 創設 
内 閣 官房 まち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 本 部 事務 局 『 地 方 創 生 カ レッ ジ 』 の 枠組 み を 活用 


品 
ロ 

(トラ イア ル ) Web サ イト の 実効 性 ・ 利 便 性 を 確保 し た 形 で 運用 に 入れ る よう 、 本 格 稼働 の 前 に 、 金融 機関 等 か 5 の 最大 50 名 程度 の 参加 者 1 
ロロ 金融 機関 等 を 確定 。 





本 施策 
(トラ イア ル ) 





i る 地域 内 で すでに 始ま りつ つ ある 事業 者 支援 等 の ノウ 八 ウ 共有 の 取組 み 拡 大 へ の 後押し 

i 各地 域 へ の 事業 者 支援 の 有識者 ・ 実 務 者 の 紹介 ・ 協 業 、 ノウ ハウ の 集約 な ど 上 
 ( 例 ) 人 2 会 が 、11 月 13 日 ( 金 ) に 「 企 業 支援 者 育成 ジウ ム 」 を 開催 。 財務 事務 所 、 金 融 庁 も 参加 
E て 、 講演 等 の 他 、 10 名 前 後 の 少 人 数 グル ー プ に 分 か れ て 事業 者 支援 に 関す る 事例 研究 を 実施 。 i 






















































































令 和 2 事務 年 度 金融 行政 方 針 で 、「 金 融 機関 の 現場 職員 の 間 で 、 地 域 ・ 組 織 を 超え て 事業 者 支 
援 の ノウ ハウ を 共有 する 等 の 取組 み を 支援 し て いく 」 旨 、 明 記し まし た 。 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 を 受け られ た 事業 者 の 方 々 に 対し て は 、 こ れ ま で 官民 の 金融 
機関 に お いて 、 様 々 に 資金 繰り 支援 を 進め て こら れ ま し た 。 今後 は 、 こ うし た 資金 繰り 支援 だ け 
で は な く 、 ウ ィ ズ コロ ナ ・ ポ スト コロ ナ を 見 据え て 、 経 営 改善 や 事業 再生 、 事 業 転換 、 事 業 承継 
と いっ た 支援 も 進め て いく こと が 、 金 融 機関 の 現場 職員 に 期待 され て いま す 。 

し か し 、 こ の コロ ナ 初 に お いて 、 こ うし た 事業 者 支援 を 進め る うえ で 金融 機関 の 現場 職員 が 必 


要 と され る 実践 的 な ノウ ハウ ・ 知 見 は 、 業 界 団体 や 各 金 





不 O0GUY ぐ AM で CM と の | も 選 ら な ゆい 
そこ で 、 現 場 職員 の 間 で 、 地 域 や 組 
を 共有 する | 共助 」 の 動き が 進む こと 


間 


















































融 機 関 ご と の 研修 等 を 通じ て 、 じ っ くり 
(020G UVS 所 2 の のり まお 


織 を 超え た 、 実 践 的 な 事業 者 支援 の た め の ノ ウ ハ ウ ・ 知 見 
を 目指 














本 AN 還 取 り 介 0 0O IUCNU き の 











① 内 閣 官 房 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 
ノウ ハウ 共有 サイ ト を 創設 する 
② 各地 域内 で すでに 始ま りつ つ あ る 
の 0/ あ 
勝手 を 点検 する た め 
2 
な お 、 期 間 は 3 ヶ月 程度 を 予 











ロゴ 























正 






































トラ イア ル 期 間 を 設け 


ヽ 





IGE 








人 王 つい 6 の 村人 の 吹 修 た 肌 つ た 7 


zOS 
金融 庁 で は 、 コ ロナ 後 の 新た な 日 常 を 踏ま 
005 だ まま ES その 月 み を 通じ 


ま 助 | の 仕組 
営 改 善 ・ 事 業 再 生 ・ 事 業 転換 支援 と いっ た 人 金 
2 


















































生 本 部 と 連携 し て 、 Web 上 に 


事業 者 支援 等 の ノウ ハウ 
共有 サイ ト 創 設 に 先立ち 、 活 発 な や り 取り ! 





金融 機関 専用 の 事業 者 支援 

















= 有 の 取組 み を 後押し する 
こ 繋 が る よう に サイ ト の 使い 
協力 頂け る 機関 を 公募 する こと 




















DEEE RR 








50 名 程度 の 参加 者 を 念頭 に 置い て いま す 。 期 間 終 了 
全 対 象 機関 に 活用 を 呼び か け 、 本 格 稼働 を 始め た 


























えた 経済 の 力強い 回 復 に 向け 、 金 融 機関 の 現場 職員 
a コロ ナ 宰 で 打撃 を 受け た 中 小 ・ 小 規模 企業 の 経 
融 仲 介 機能 の 一 層 の 発揮 ・ 強 化 を 後押し し て まい り 




















※ 令 和 2 年 12 月 8 日 公表 、 「 事 業者 支援 ノウ ハウ 共有 サイ ト 創 設 に 
つい て 」 : https://www.fsa.go.jp/news/r2/ginkou/20201208/20201208.html 




















同 迷 引 ま アイ アル 條 


関す る 参加 機関 の 公募 に 
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先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 

















事業 者 支援 ノウ ハウ 共有 サイ ト 創 設 に 向け た トラ イア ル に 関す る 参加 機関 の 公募 (12 月 8 日) 


A ーーー 
て 要請 (12 月 8 日 ) 


高 病原 性 島 イ ン フ ル エ ン ザ 疑似 患畜 の 確認 を 踏ま え 金融 上 の 対応 に つい て 要請 (12 月 17 日 ) 
令 和 2 年 度 第 3 次 補正 予算 ( 案 ) (12 月 17 日 ) 
イベ ント の 中 止 等 の 影響 を 踏ま えた 資金 繰り 支援 に つい て 要請 (12 月 17 日 ) 


関東 財務 局 が 「 令 和 2 年 12 月 16 日 か ら の 大 雪 に よる 災害 に 対す る 金融 上 の 措置 ] に つい て 要請 (12 
H 18 日 ) 


年 末年 始 に 向け た 感染 拡大 防止 措置 を 踏ま えた 事業 者 の 資金 繰り 支援 等 に つい て 要請 (12 月 18 日 ) 
スチュワード シッ プ デ ・ コ ヨー ド 下 び コ ー ボ ポレ ー ト が パナ ンス ・ コ ヨー ド の メラ ォ オロ ー デ アップ 会 議 」 意見 
(5) (12 月 18 日 ) 
第 1 回 金融 審議 会 「 最 良 執 行 の あり 方 等 に 関す る タス ク フ ォ ー ス | (12 月 18 日 ) 
令 和 3 年 度 予 算 、 機 構 ・ 定 員 ( 案 ) (12 月 21 日 ) 
令 和 3 年 度 税 制 改正 の 大 綱 に お ける 金融 庁 関係 の 主要 項目 (12 月 21 日 ) 
[金融 審 議会 銀行 制度 等 ワー キン グ ・ グ ルー プ 報 告 」 (12 月 22 日 ) 
株 式 会 社 み ん な の 銀行 に 対す る 銀行 業 の 免許 の 付与 (12 月 22 日 ) 
金融 審議 会 | 市場 制度 ソー キン グ ・ グ ルー プ | 第 一 次 報告 (12 月 23 日 ) 
「 金 融 庁 の 1 年 (2019 事 務 年 度 版 ) 」 (12 月 24 日 ) 
最終 化 さ れ た バー ゼル 上 川 の 国内 実施 に 関す る 規制 方 針 案 (12 月 24 日 ) 
Se 関す る 研究 会 | 論点 整理 (12 月 25 日 ) 
金融 業界 に お ける 書面 ・ 押 印 ・ 対 面 手続 の 見 直し に 向け た 検討 会 」 論点 整理 (12 月 25 日 ) 
信 融 機関 に に お ける 貸付 条件 の 変更 等 の 状況 に つい て ( 令 和 2 年 11 月 末 ま で の 実績 ) (12 月 25 日 ) 
こ 係る 認証 方 法 及び 決済 サー ビス を 通じ た 不正 出 金 に 係る 調 
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[トラ ンジ ショ ン ・ フ ァ イ ナ ンス 環境 整備 検討 会 | の 開催 に つい て 公表 (12 月 25 日 ) 
[サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス 有識者 会 議 」 を 設置 (12 月 25 日 ) 






























































・ Twitter 金融 庁 公式 アカ ウン ト 
https://twitter.com/fsa_JAPAN 











twitter 情 報 発信 
強化 中 ! 











・ LINE 公 式 ア カウ ント  「 金 融 庁 コロ ナ サポ ー ト ! 」 
https://www.fsa.qo.jp/copyright/20200526.html 回避 語 回 
LINEID : @accessfsa2020 敵 3 
URL : https://lin.ee/WPfVjAyU 





編集 後記 

新年 あけ まし て お めで と う ご ざ いま す 。 

2021 年 最初 の アク セス FSA で は 、 和 田 義明 政務 官 へ の イン タビ ュー を 掲載 致し まし た 。 和 田 政務 官 の 様々 な 
政策 (国際 金融 セン ター の 実現 、 男 性 の 育児 休業 取得 率 向上 等 ) へ の 熱い 思い を お 伺い する と と も に 、 私 自身 イ 
ンタ ビュ ー を させ て 頂く 中 で 、 和 田 政務 官 の 気さく で 優し い お 人 柄 を 感じ まし た 。 是 非 ご 一 読 下さ い 。 


その 他 、 政 策 解説 コー ナー で は 、2021 年 益々 注目 を 集め る で あろ う サ ステ ナブ ル ・ フ ァ イ ナ ンス に つい て 取 
し た 。 本 年 も 皆 I より Mg a 


編集 . 発行 。 : 公報 


| 吉 隆 





